
年齢別美献血者・人口分布グラフ及び年齢・施散別延べ献血者グラフ  

【6♯遭府れ抜粋】  

1． 対象データ   

●抽出都道府県   

大都市として「東京都」、「大阪府」。政令指定都市を有する「北海道」。大   
都市を有しない地方として「山形県」、「高知県」、「宮崎県」を抽出。   

●人口分布データ   

平成17年国勢調査の結果を用い、2年分スライドして反映。   
●献血者数   

平成19年の献血者実数を献血回数別に集計。ただし、年齢・施設別の献   
血者数は延べ人数で集計。   

2． 全体としての傾向   
●16～17歳の実献血者数は概ねどの地域でも少ない。  

●大阪府以外では18 

● どの地域も20代の実献血者数がその前後の年代に比べ少なく、18～19歳  

のピーク後の20代の減少がみられる。   

● どの地域においても30代前半の実献血者数が多い。   

●東京都では40歳以上の実献血者数が少ない。   

●年間複数回献血者の比率は、各年齢でばらつきはあるものの、地域間で大きな  
差はない。   

●東京都以外では、全般に移動採血車による献血も相当ある。  
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年齢別美献血者・人口分布グラフ【引瓢乱麻県抜粋】  

H19年 北海道内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●埠小別人ログラフ（折九■グラフ）は、17年皿勢帥董より引用  
●Ⅷ鈴鵬暮の総員さ2年tl＝スライドさせて★ホに反映  

●実献血者数分布と人口分布の比較   

18～20歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～58歳の人口は上昇し  

ているが、献血者の分布はほぼ平行。  

H19年 山形県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  干  

q■■嶋■■蠣■■■■叫＝＝撫＃僧僧僧州■州■撫■■僧蠣‖甘欄■叫＃■僧■■書廿♯蠣■＃■蠣■僧職僧僧 芝＝巴巴完岩詔記慕詔完㌫宍宍胃；鍔詔萬均焉3買黒字；等宇‡等号旨雷等京忘詳記慕治男忘謡宗宕芸道苫基遥冨忘吉富  

●年齢洲人口グラフト脹れ博グラフ）は、1つ年揮艶班蒼より引用  
●匝葬川霧の帖兼を2年丑l＝スライドさせてネ1に反■  

●実献血者数分布と人口分布の比較   

17、18歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。43～57歳までの人口分布  

は緩やかに増加しているが、献血者分布は緩やかに減少。  
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● 実献血者数分布と人口分布の比較  

30代前半と59歳前後に人口分布のピークがある。献血者分布は19歳をピークに減  

少し、30代前半に緩やかな第二のピークが見られてからほぼ減少し続ける。  

●ヰ■別人ログラフ†折It●グウフ）lよ、l7年四★■曇より引用  
●印書■量の■1を生年tにスライドさ廿て▲■に反映  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

18～20歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～59歳の人口分布は上  

昇しているが、献血者分布は50～55歳まで緩やかに減少後、56～58歳までは緩  

やかに上昇している。  

30  

－41－  

戸 ∵「謀   ▼  



H19年 高知県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●年小別人ログラフ（斬れ■グラフ）lさ、1一書中■■土より引用  
●帥■董の錨1さ変ヰtにスライドさせて本▲lこ反映   

● 実献血者数分布と人口分布の比較   

18、19歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。49～57歳の人口分布はほ  

ぼ上昇しているが献血者分布は減少している。  

H19年 宮崎県内献血者の年齢別年間献血回数及び年齢別人口  
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●奪ホ別人ログラフ（斬九■グラフ）は、17年圃勢罰壬より引用  
●匹勢川曇のIi景を2年後にスライドさせて本塁に反映  

● 実献血者数分布と人口分布の比較  

18、19歳の人口分布と比較すると献血者分布が多い。50～57歳の人口は上昇し  

ているが、献血者の分布ほぼ減少している。  
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年齢・旛毅別延べ嶽血看グラフ【6都道府れ抜粋】  

H柑年 北濃遭内の施設別献血者緻  
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● 延べ総献血者数  276，823人  
し  

移動採血車・出張採血  166，157人（60．0％）－  

固定施設（血液センター・献血ルーム）110．644人（40．0％）  

● 年齢別に見る施設別献血者敷  

16～23歳は18、19歳を除き固定施設の割合がおおむね50％前後だが、18、19歳と  

20歳代後半～68歳は移動採血車・出張採血の割合が60～70％。  

● 血液センター、献血ルーム数（平鹿20年4月1日現在）  

血液センター：夢カ所  

献血ルーム：6カ所  
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H19年 山形県内の施設別献血者敵  

献
血
者
数
（
延
べ
人
数
・
人
）
 
 

㈹
 
 
棚
 
 
m
 
 

■一事事事■事事■■■事■■事■■■■■■■■■■■■■■■■t■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ く○ ト ∞○＞ く＞ － 小一一っ 疇■ln qlトーtO ■の■⊂ －－ r｝の † ∪）め ト■｝一節－ く＞－‘｝の－ のtO ト 由OIO▼－ N M 嶋・のゆ ト ○〉■blコ ▼－ N ■ウ・q・のq＞ ト ∞ の  

－－ ▼－ －‾ N N N N N f｝N N N N M の の M n M M rへM M † 寸 す ¶・1←・－・－ →・† †lゎー♪ Ln －∩ ＝－】－■n の】つ 一乃 q｝q∋ くD q⊃ や くPくO q＞18 q＞  

● 延べ献血者数 36．705人  

移動採血車・出張採血  26，395人（71．9％）  

固定施疲（血液センター・献血ルーム）10，295人（28．1％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

20歳代前半を除き、移動採血車・出張採血の割合が65～90％。  

中でも16～18歳と50歳代後半～60歳代前半に移動採血車・出張採血の割合の高い年齢層  

（80～90％）が見られる。  

20～25歳は、他の年齢に比べて移動採血車・出張採血の割合が55～63％とやや低くなっ  

ている。  

● 血液センター、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム：1カ所  
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H19年 東京都内の施設別献血者数  
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●  延べ献血者敢 550．525人  

移動採血車・出張採血  175．198人（31．8％）  

固定施設（血液センタ「・献血ルーム）375，291人（68．2％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

全年齢を通して固定施設の割合が55％を絶えており、特に16、17鼓、20歳代前半一30  

歳代前半、60歳代後半は固定施設の割合が70％超と高い。   

一方、18∴19歳と50歳代後半は固定施設の割合が55～59％とやや低い。  

● 血液センター、献申ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：2カ所  

献血ルーム：1乏カ所  
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H柑年 大飯府内の施設別献血者数  
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●・延べ献血者数 375，972人  

移動採血車・出張採血  196，259人（52．2％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）179，688人（47．8％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

20歳代～30歳代前半と69歳は固定施設の割合が50～56％。  

一方、16～19歳、50歳代後半～60歳代前半は、移動採血車・出張採血の割合が59～6  
5％とやや高い。  

● 血液センター、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）   

血液センター：3カ所  

献血ルーム：9カ所  
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川9年 高知県内の旛設別離血者数  
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● 延べ献血者数 35，021人  

移動採血車・出張採血  22，287人（63．7％）  

固定施設（血液センター・献血ルーム）12，715人（36．3％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

16、17、69歳で固定施設の割合が52～60％であることを除き、移動採血車・出張採血  

の割合が高い（おおむね60～70％代後半）。  

19歳と50歳代後半～60歳代後半にかけて、移動採血車・出張採血の割合が高い年齢層（7  

4～79％）が見られる。  

● 血液センター、献血ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム：1カ所  
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H用年 宮崎県内の施設別献血者数  
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● 延べ献血者数 43，497人  

移動採血車・出張採血  27，164人（62．5％）  

固定施設（血液センター■献血ルーム）16，312人（37．5％）  

● 年齢別に見る施設別献血者数  

16歳、17歳で固定施設の割合が75．0％、67．6％と高いことを除き、特に50歳代か  

ら60歳代前半にかけて、移動採血車・出張採血の割合が高い年齢層（おおむね60～70％代  

後半）が見られる。  

● 血液センター、献卿ルーム数（平成20年4月1日現在）  

血液センター：1カ所  

献血ルーム：1カ所  
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参考資料1  

1国保血1  200mL   400m」   
300mL～600mL  

（体重別）   
400mL以下   

年齢  注）16歳～69歳   注）18義一69歳   注）18歳～69歳   18歳～54歳   

体重  
男性45kg以上   男女とも   男性45kg以上  

女性40kg以上   50kg以上   女性40kg以上   

最高血圧  90nlmHg以上   

血液比重1．052以上  血液比重1．053以上  血液比重1．052以上  血液比重1，052以上  
又は血色素土   又は血色素王   又は血色素王   又は血色素量12g／dL  

血液比重等                       12g／dL以上   12．5g／dL以上   12g／dL以上  以上   
（赤血球指数が標準域  

にある女性は11．5g／d  
し以上）  

血小板数  
15万／〃L以上  
60万／〟L以下   

年間採血回数  
男性6回以内   男性3回以内  血小板成分採血1回を2回分に換算して血鞍成分  
女性4回以内   女性2回以内  採血と合計で24回以内   

200mL全血と400mL全血を合わせて  
年間総採血量    男性1．200mL以内  

女性800mL以内  

共  次の着からは採血しない   
通  ①妊娠してると認められる者、又は過去6ケ月以内に妊娠していたと認められる看   
事  ②採血により悪化する恐れのある循環器系疾患、血液疾患その他の疾患にかかっていると認められる者   
項  ③有熟者その他健康状態が不良であると認められる者   

注）65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までの間に献血の経験がある方に限られる。  

200mL全血   男女とも4週間後の同じ曜日から   

男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日  
400mL全血   から  男女とも8週間後の同じ曜日から   

血竣成分採血   

男女とも2週間後の同じ曜日から  

血小板成分採血   

注）血兼を含まない場合には、1週間後に血小板成分採血が可能。ただし、4週間に4回実施した場合には次回までに4週   
間以上あける。  

（平成20年鹿版血液事業報告より抜粋）   
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参考資料2  

1．全血採血基準  

年 齢   下限   上限   1回の採血量   体重（下限）  ヘモグロビン曇（下限）   採血間隔  年間採血国華   

500mL以内＊り   
男性二13．5g／dL  

最短8眉間   
男性6回  

女性：12．5g／dL  女性4回   
3L  

60歳以上の初回者（施設の匡  

EU  柑歳～65歳   
国の法律によっては17   

歳も考慮  65歳を超えても責任医師の許  
可により継続できる  450mL±10，ら  

男性＝13．5g／dしまたは  
Ht40†も  

推奨  
血液量の13％を超  

女性：12．5g／dLまたは  推奨 2か月  男性4回  
えない＊2）  

50Kg  Ht389も  
女性3回  

60歳以上の初回者（施設の匡  
17歳は未成年なので  

470mL  
男性：13．5g／dし（1．055） 女性：12 

英国  17歳～65歳   同意書が必要＊  65歳を超えても毎年医師の許  ．5g／dL（1．053）   
可があれば延長できる）  

女性：16週   

フランス  18歳～65歳  初回者は60歳まで   450mL  
男性：13．Og／dL  

8週間   
男性5回  

女性：12．Og／dL  女性3回  

16歳の受け入れは各  

州法による。現在50州  
500mし以内（検体等  すべての採血種類を  
で538mり  一応50Kg以上  8週間  合計して、体重50～80  

米甲  17歳（16歳）～上 限なし    のうち27州が受け入れ （2008年9月時点）ただ  
体重当たり  （それ以下でも  他の供血看では12」ま  

し供血には保護者の  
10．5mレKgを超えな  更に短縮可能）  で体重80短を超える  

同意が必要   
い  供血看では14．4Lまで   

500mL   60k虐   3か月  
り歳未満は保護者の  65歳以上は医師の同意があれ  男性＝13．Og／dL  男性：1．5L  台翠  17歳～65歳  
同意があれば可能  ぱ延長できる  250mL   男性：50kg  

2か月  
女性：1し   

女性：45kg  

400mL：18歳～  12．5g／dL   
400mL   50Kg  男性：12遇  男性：3回  

日本  
69歳  65最以上は60鼓～64森の軽験  女性二16遇  女性：2回  男性：1．2L  

200mし：16歳～  者  男性45Kg  
200mL  4週間   

女性：0月L  

69歳  女性40Kg   女性：4回   

＊採血適否判定者により供血プロセスを理解する知敵があると認められ、インフォームドコンセントを程出した場合、あるいは保漂着の羊面による同意がある場合：血液の安全性および品字引こ関する規則2005   



参考資料3  
2．成分採血基準  

国各  種類   1回の採職血準量  可能年齢   体壷  ＋★  謡頑晴 謡烏卸顧軽■ 血如シ～や春本び中小軒   

五大650mL（抗凝固剤を  
血撲   除く）  

循環血液暮の13％   通常2遺間 少なくとも2日間、1遇間に2回 を超えない  血策収暮（抗凝固剤を除 く） 年間 
EUい 全血と同様   全血と同様  

t大850mし（抗凝固剤を  25L 1週間に1－5Lを超えない   
血小板   除く）  除く  

血小板救15万／〟L以上   

～ 

循環血液tの15％以内  歳まで）  
通常2遇間  

50kg以上  少なくとも2日間、1週間に2回  
血紫蛋白6．Og／dL（年1回以上  

血奨   （抗凝置剤を除く）   
（但し50～6仇gでは  を超えない   血欒収暮：年間15L  

実施）  

美畠  
成分輝血にはイン フ 

24回  
通常2遺間  1カ月に2．4Lまで  

ォームドコンセント が必要    循環血液量の2 
少なくとも2日間、1遺間に2回  血小板数15万／〟L以上   

を超えない  

血策  ¢50mL   20回   通常2週間  血紫蛋白8．Og／dL（年1回以上  

フランス 全血と同様   全血と同様  
実施）  

血小板  6（氾mし  5回   4遺間  血小板数叩万／〝L以上   

5ひ－87短の人は825mL  
全採血種類を合計して、体  

血燥   78一丁9kgで750mし  
圭50－80kgでは12しまで、  

（抗凝固剤を除く）   
体重80kgを超える場合は  

米寧 成分採血にはイン  50kg  
少なくとも2日間、1週間に2回 い     14．ヰLまで   

フォームドコンセント  
を超えな  

500mL  
血小板   8徽g以上は6∝ImL  が必要  年間24回  血小板数15万／〃L以上  

（抗凝固剤を除く）  

血撲  5（氾mL   12し   血焚蛋白6．Og／dL  

全血と同様   50kg  2遺間 

血小板  血小板数15万／〟し以上   

3∝〉mし～600mL  

血兼   （体重別）   
ヰ∝仙献血と同様   血小板採血1回を  

男性：45kg以上  

女性：ヰOkg以上  

血小板  4（氾mし以下   18－54歳  Z4回   血小板教15万／〟L以上   

Hb測定も  

Hb測定も  

」彗  

Hb瀾定も  

竺  

Hb測定も   



献血者数の推移  
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